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はじめに

本稿では、第二外国語1としてスペイン語を学ぶ日本人の大学 2年生2を対象

にした指導モデルを提案する。

テーマを「スペインへの旅行」とし、シチュエーションを工夫することによ

り、授業におけるスペイン語の主体的使用を促すと期待できる。そのため、文

構造や語彙などの「言語材料3習得」と、教室内での模擬的な場面における「言

語活動」をセットにした指導計画及び教材を作成した。

旅行中に真にコミュニケーション能力が求められるのは、トラブルの場面で

ある。そこで、授業では、トラブルが生じた際、その解決にかかわるコミュニ

ケーションの方法やスペイン文化の側面などを踏まえた内容を扱う。

本提案は、自分の状況や意図を相手にいかに伝えるべきかを主体的に考え、

積極的に言語を使って問題解決を図ろうとする意欲を持つ学習者の育成をめざ

すものである。

1．実態調査による日本人学生の持つ課題

第二外国語としてスペイン語を学ぶ大学生へのアンケート調査4より、「授業

外の学習」で一番自信がないのは「話すこと」の42％であり、以下、「聞くこと」
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塩田紗矢佳

＊ 本稿は、日本イスパニヤ学会第57回大会（2011年10月 9日、駒澤大学における口頭発表をも

とに改題、加筆修正したものです。貴重なご指摘、ご意見を賜りました先生方に厚く御礼申し

あげます。

なお、この論文は、『神戸市外国語大学研究科論集』第15号にスペイン語で発表した

Propuesta de un modelo de enseñanza de ELE a través de problemas que resolver para desarrollar la

competencia comunicativa de los japoneses (2012, 91-113) をもとに発展させたものである。

1 最近では母語以外のすべての「外国語は「第二言語」と呼ばれるが（村野井，2006; 白井，

2008）、日本においては、学生は英語教育（第一外国語）を受けているということを前提とする

ため、本稿では英語を第一外国語と位置づけ、スペイン語を「第二外国語」と呼ぶ。

2 スペイン語による会話やタスクに取り組ませるため、スペイン語の基礎を予め学習している

ことが望ましいと考え、対象学年を大学 2年とした。

3 中学校学習指導要領外国語編（文部科学省，2008: §2(4)）において「コミュニケーションを

支えるもの」と説明されている「基礎的な語彙や表現・文法」を指す。

4 2009－2010年度に行ったアンケート調査結果。スペイン語を 1年間履修した新 2年生29名

（男子10名・女子19名）を対象に行った。



が24％、「書くこと」が21％、「読むこと」が10％、「発音すること」が 0 ％、無

回答が 3 ％であった。

また、「ネイティブスピーカーとコミュニケーションする際」に最も自信がな

いのは「話す」ことの49％で、以下、「聞くこと」が34％、続いて「書くこと」

と「発音すること」が共に 7 ％、「無回答」が 3 ％であった。

この結果から、主に「話すこと」と「聞くこと」において、多くの学生が不

安を感じていることが分かった。

2．日本のスペイン語教育におけるコミュニケーション能力育成

日本におけるスペイン語教育は、従来から文法知識の指導が主流であった（山

本，1995; 江澤，2007; 福嶌，2011; 中島，落合他，2011）。しかし、英語教育の

流れなどの影響を受け、スペイン語によるコミュニケーション能力の育成を目

標とした授業がスペイン語初級レベルから見られるようになった（中島，落合

他，2011）。また、スペイン語による「会話」を実践させるためのロールプレイ

やタスク活動などを取り入れた授業実践の報告もなされている（壇辻，石川他，

2006; 浦，2010a他）。それに伴い、授業で使用する教材もその目的に沿ったか

たちで出版されている（大森，四宮，2004; 大森，2008他）。しかし、浦（2010c）

は、学生からの希望として「話すこと」が一番に挙げられているにもかかわら

ず、教材や授業時間による制限から、それが難しいことを指摘している。また、

クラスサイズの問題の他、授業時間や各授業の目標設定、各教員の採用する教

授法なども大きく影響するとの見解（福嶌，2004; 泉水，2009; 浦，2010b他）も

あることから、これらの諸問題を解決する必要がある。

3．スペイン語教育の目標

日本人のための初級外国語の指導であることから、その学習指導計画を考え

るにあたっては、中学校および高等学校の学習指導要領外国語編（文部科学省，

2008; 2010）の考え方とコミュニカティブ・アプローチ5を参考にした。

日本における外国語教育は、異文化の中でも自信を持って自己表現できる日

本人の育成、つまり、学習指導要領の目標として掲げられている「国際社会に

生きる日本人」6 を育成する上での大きな使命を担っているといえる。

第 1節で述べた大学生の実態調査でも明らかとなったように、日本人学生は
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5 言語知識ではなく、言語の使用場面と結びついた実際的な伝達能力（コミュニケーション能

力）の養成に特に焦点を当てたアプローチ。“コミュニカティブ” の意味は「通じる」または「コ

ミュニケーションを成立させうる」である（長澤，1988: 9他）。

6 文部科学省,中学校学習指導要領（2008: §2(2)ウ）参照。



「話すこと」と「聞くこと」について非常に不安を抱えている。また、この傾向

は調査対象大学にとどまらず7、一般的な日本人にもあてはまるのではないだ

ろうか。この 2つはコミュニケーション場面では不可欠な技能であり、学生の

実態に合わせた対策が必須であると考える。

コミュニケーション能力を育てるためには、いわゆる発信型の授業が効果的

であり、これまでの教え方に不足気味であった言語活動を一層加える必要があ

る（中島，落合他，2011）。また、コミュニケーション能力の育成には、文法以

外の実際の会話で試される実質行動8（ネウストプニー，1982: 25）も重要とな

るため、言語活動の設計にあたっては、設定場面や内容が慎重に厳選されなけ

ればならないであろう。

4．指導の目標

日本においてスペイン語は、専攻としてではなく、第二外国語として学ぶ学

生の方が多い9（福嶌，2011: 585）。第二外国語としてスペイン語を学習してい

る学生たちが、のちにその言語を使用する機会があるとするならば、「海外旅行」

の可能性が最も高いだろう10。しかし、指導の目標としては、単に海外旅行で

使えるスペイン語表現だけではなく、自己表現できるコミュニケーション能力

の基礎を身につけることもめざしたいと考える。

本稿で提案する指導モデルでは、前述の可能性を考慮し、「スペイン語を専門

としていない学生が、 2年次終了時にスペインへ 1週間程度の旅行ができる」

という現実的な目標を達成することをめざしたものである。そこで、言語の使

用場面の設定については、旅行中に体験する可能性があるトラブル、いわゆる

問題解決場面を採用することにした。実際に海外で最も困るのは、買い物でも

移動でも料理を注文することでもなく、その場面における予期せぬトラブルだ

からである。

今日では、スーパーマーケットやレストランでは会話らしい会話をすること
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7 山本純一（1995: 130）参照。

8 コミュニケーション活動（言語、非言語的な人間間の相互伝達を目的とした活動）と区別し

たそれ以外の人間行動。ネウストプニー（1982）参照。ここでは、言語のみならず、どのよう

な行動をとるかという選択も求められるという意。

9 文部科学省の調査（平成21年度）において、731大学（大学院大学22校を除く）のうち、スペ

イン語を設置している大学は240校（国立39大学・公立21大学・私立180大学）ある。そのうち、

スペイン語専攻の学科・コース等を設置している大学は16校（国立 2大学・公立 2大学・私立

12大学）である（福嶌，2011）。

10 2009年度のある大学において、スペイン語を第二外国語として選択した新入生を対象に行っ

たアンケートでは、163名（男子69名・女子94名）中85名と、半数以上がスペインおよびラテン

アメリカ諸国への旅行を希望しているという結果であった。



なく目的を達成することができる。そのため、決まりきった社会的スクリプト

にとどまらず、言語によるコミュニケーションが強く求められるトラブルの場

面を想定し、そういった問題解決的なタスクに取り組む体験を授業の中でもた

せる必要があると考える。学生自身やグループ内での試行錯誤を繰り返すなか

で、問題をどう乗り切るのかということと同時に、内容を伝える際にどのよう

に表現すれば理解してもらえるのかという点についての知識も身につけるであ

ろうと予想する。

こうした活動は、言語材料の習得はもちろん、日々のコミュニケーションを

も見つめ直すきっかけを与えるにちがいない。また、何事も自分で責任を持っ

て判断し、他者と対話しながら物事を進めるという学習プロセスは、コミュニ

ケーション能力の向上につながるはずである。

また、授業形態については、主に、教師のリードによるドリルの解説および

練習（「言語材料習得の授業」）と、4名の小グループ11でのタスクへの取り組み

（「言語活動の授業」）の 2つで構成した。このようにすることで、文法および表

現などの習得と、それらの知識を使って臨むコミュニケーション活動の両方が

可能となるであろう。

5．指導計画

授業は、「言語材料習得」の時間を同じ週に 2回（90分× 2回）行う。また、

次の週には、「言語活動」を 2回行う12こととし、合計 4時間13で 1つの単位と

する（資料 1・ 2参照）。それ以後も、このパターンを繰り返す。

「言語材料習得の授業」では、1年次に学習した語彙や表現の復習とともに、

機能別に分けられた旅行中の表現に関するドリルを中心に学習を行う。そのあ

と、「言語活動の授業」で問題解決タスク14に取り組む。なお、授業中は、スペ

イン語のインプットとアウトプットを増やすために、基本的にはスペイン語の

みで行うこととする。

また、タスクに取り組む際、言語材料の単なる記憶再生では乗り切れないよ
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11 2009年度のアンケート（註10と同じ）において、希望する授業形態に「グループ活動を中心

とした授業」を選択した学生が全体の76％にのぼったという結果より、実態に即した授業形態

をめざした。

12 第 1回目で扱う内容が自己紹介であり、「言語活動」を行う方がより自然な流れであると考

えたため、初回に関しては順序を入れ替えた。通常は「言語材料習得の授業」→「言語活動の

授業」である。

13 「言語材料習得の授業」で実演を交えながらの理解促進を図り、「言語活動の授業」でタスク

に 2度取り組ませるため、通常の 1時間ずつの授業では十分な時間がとれないことを考慮し、

時間を増やした。

14 問題解決場面は、筆者自身や身近な知人の体験を踏まえて設定した。



う、言語材料のテーマとその直後の言語活動を異なるよう配置した。そうする

ことで、学生の応用力やコミュニケーション能力を伸ばすことができるととも

に、併せて「言語材料習得の授業」のモチベーションも上がることが期待され

る。

6．教科書

「言語材料習得の授業」で使用するために、スペインでの旅行の場面をもと

にし、表現を機能ごとに分け、絵とともに紹介している教科書を作成した。

今回は、初級者用教科書『さあ、始めよう！スペイン語』（西川，2006）の語

彙や表現を参考にした。

2年次では、1年次に学んだ言語材料が「使える」ようになることをめざし、

既習事項に加え、旅行に必要となる新たな語彙や表現なども機能別に習得させ

たいと考えた。そのため、 1年次の学習を踏まえた言語材料の習得にさらに力

を入れることが不可欠である15。

そこで、まず、筆者の設定した問題解決場面で予想されるモデルダイアロー

グを作成した。そこに出てきた語彙や表現と、西川氏の教科書にある既習事項

を、問題解決場面ごとに「頼む」や「断る」といった言語の働きに応じて組み

換え、配置したのである16。

教科書は、オーラル・コミュニケーションに重きを置き、会話の場面を扱う。

場面や登場人物の状況に留意しながら空欄を埋めさせるなかで、言語の使用場

面や機能に合った表現が学習できるようにした17。

また、教科書で扱うドリルは、空欄にあてはまるものを選択肢から選ばせる

形式にする（資料 3参照）。また、新出の語彙や表現については、推測の力を育

成する視点から、できるだけ文脈を考えたり、場面から連想したりできるよう、

絵を添えることにした。
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15 浦（2010a）も指摘するように、日本人の学生を対象としているため、言語材料の習得は不可

欠であると考える。

16 作成した教科書で扱う語彙数合計490語（うち253語は既習；全体の約52％）：名詞221語（う

ち既習：98語）・形容詞87語（うち既習：33語）・動詞97語（うち既習：59語）・副詞42語（うち

既習：29語）・その他43語（うち既習：34語）。（“bueno” のように、形容詞と副詞に重複する語

彙はそれぞれの品詞で数えた。）また、文法事項は、基本的な表現・動詞（直説法現在形・再帰

動詞・点過去・線過去・現在完了形・未来形・接続法現在形・接続法過去形）・丁寧表現・感嘆

文・数詞・指示形容詞・指示代名詞・無人称表現・命令形・関係代名詞・比較を扱う。なお、

授業中に教科書以外の語彙や表現も適宜紹介するため、以上の文法事項のみにはならない。

17 主に 1年次の既習事項を復習させるとともに、旅行に必要な表現や語彙も習得させるため、

一般的なスペイン語初級学習の流れとは一致していない。



7．言語材料習得の授業

この授業では、第 6節で述べた「言語材料習得の授業」用に作成した教科書

を使用する。授業では、教科書で扱われている言語材料やその使用場面につい

ては絵や実物を用い、また、実演しながら学生の理解を促進する。

「あいさつ」や「聞き返す」など、言語の機能に着目した実際の会話を設定

し、空所補充後には、ペアやグループで役割を決め、音読練習を繰り返すよう

計画している。

8．言語活動の授業

「言語活動の授業」では、4名18の小グループで、これまでに学習した語彙や

内容を使って、問題解決に取り組ませる。第 6節で紹介した教科書で扱われて

いる表現を駆使すれば、タスクになんとか対応できると想定している。併せて、

各学生がそれまでに身につけた力を総合的に発揮することが求められる。

その際、その 4名には、活動者 2名と評価者 2名という役割を持たせる。活

動者の 2名は日本人観光客役とスペイン人役に分かれ、先に言語活動に臨む。

その活動者 2名にそれぞれ評価者がマンツーマンでつき、その様子を、相互評

価シートという観点別評価表をもとにチェックする。また、活動者は自身の活

動のあとに、振り返りとして自己評価シートに記入する。このフィードバック

は内容の充実を図るため、基本的に日本語で行わせることにした。

言語活動は同じものに 2度取り組ませ、 1回目の活動に関する自らの反省や

相互評価を踏まえて改善する機会を作る。

授業のまとめとしては、学生が自ら体験して気づいたことや、ほかの学生の

活動を観察して分かったことなどを授業の最後に全員で出し合いながら、理想

のモデルダイアローグ19（資料 4参照）を完成させる。そこでは、積極的に学生

の意見を出させるため、日本語を使用する。学生はそのモデルダイアローグを

各自で覚えるとともに、自分に合うように工夫し、実際のトラブルに対応する

ことになる。
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18 1クラス16名（男子 8名・女子 8名）と想定し、 4名（男子 2名・女子 2名）× 4グループ

として構成した。想定人数は、筆者がかつて少人数クラス（計18名）を担当した経験をもとに

決定した。

19 会話のモデル作成は、実際の使用場面でのインタビューや録音などをもとに筆者が行った。

例示したもの（資料 4 ）は筆者の理想とするものであるため、学生の「言語活動の授業」には

同じものは求めないが、できるだけこのような流れで会話がなされるよう配慮する。



9．「言語活動」の授業用ワークシート

「言語活動の授業」では教科書は使用せず、ワークシートで対応する（紙幅

の都合上、掲載は省略）。各時間に使用したワークシート類は、ポートフォリオ

としてファイルに順次綴じていくことにする。

例を挙げると、「自己紹介」がテーマの授業では、それぞれが順番に名前を言

うのを聞くのではなく、ワークシートにスペイン語で記載された 5つの条件に

該当するクラスメイトを探し出し、彼らの名前をたずねて記入する形態をとる。

そうすることで、その 5つの条件をスペイン語で読む機会を持つことができる。

また、会話の最初と最後の「あいさつ」を自然な形で行い、「既習事項の復習」

も可能となる。さらに、名前をワークシートに書く必要があるため、「綴り」を

たずねる機会も生まれるであろう。この活動では、タスクをとおしてスペイン

語を自然に「使う」経験ができることに意義がある。

10．学習指導案

「言語材料習得の時間」および「言語活動の時間」の各授業の流れを予想し、

それぞれの授業（ 2時間分）につき 1つずつ指導案を作成した（資料 5・ 6参

照）。

各授業の目標は、国立教育政策研究所教育課程研究センター（2011）の評価

に関する参考資料をもとに、「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」、「表

現の能力」、「理解の能力」、「言語知識・文化理解」の 4観点に分け、指導目標

を具体的に示している。

また、学習指導過程の欄は、「学生の学習活動及び内容」と「教師の指導・支

援活動」とに大きく分け、それぞれの立場でどのような活動に取り組むかを示

している。後者に関しては、教材を使用する際や学生が活動する際に留意させ

る点、また、授業中に必ず押さえるべき点などが確認できるよう記した。

11．授業中における教師と学生の発話計画

授業中の教師によるスペイン語の発問と学生による発話の予想例も作成し

た。学生は 1年間スペイン語の基礎を学んではいるが、 1年次の授業が言語材

料の習得に重きを置いていることを想定し、スペイン語で説明しながらも、ジェ

スチャーや表現の繰り返しを多用している。

また、「スペイン語で授業を進める」ことで、教師は学生の意欲を促す言葉か

けが日本語より自然にできるようになるのではないだろうか。教師の積極的な

励ましによって、学生はたとえその発言や解答が誤っていたとしても、発表す

ることに前向きになるであろうと期待できる。
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12．評価

評価は、各授業においての①自己評価と学習集団を構成するメンバーによる

相互評価を併せた「ポートフォリオ評価」、②学期末に行う言語材料の習得度を

測る「筆記試験」、③言語活動を教師が評価する「実技試験」の 3点から、総合

的に行う。

①のポートフォリオ評価の一部となる自己評価シート20（資料 7参照）は、学

生自身がどのような心構えで授業に臨めばいいのか、授業ではどのようなこと

に気をつけ、何を自己の学習課題として取り組めばいいのか気づくことができ

るよう工夫した。それは、教師が評価の観点について口頭で説明したり、改善

点などを何度も注意したりするよりもはるかに効果があると期待できる。ま

た、自由記述部分（資料 7の設問 2・ 3・ 5参照）を設けることで、学生の実

態がより深く分かるとともに、次回の活動における指導・支援に生かすことが

できると考える。

相互評価シート（資料 8参照）は、「言語活動」において自己の学習状況につ

いて自分自身ではとらえがたい点を考慮し、グループ内のほかのメンバーが評

価者となり、問題解決を図ろうとするプロセスを、観点別に評価させるもので

ある。ほかの学習者の活動への取り組み方を観察することにより、注意すべき

ポイントを事前に把握することができる「フィード・フォワード」のメリット

が生かせると考えた。また、観察をしながら評価の記録をとりやすくするため、

A：「大変よくできていた」、B：「できていた」、C：「できていなかった」の 3

段階に絞り、点数化できるようにした。活動の取り組み方に関する特記事項に

ついては、コメントの欄に書かせる。

スペイン語の使用度については、評価シートにあらかじめ記載してある割合

を選択させ、会話者が次回の目標として意識できるようにした。

2回目の言語活動では、 1回目の課題が客観的に見て達成されたか否かを問

う項目を設け、評価者としての意識を高く持つよう配慮している。

②の「言語材料習得の授業」における筆記試験では、教科書をとおして学ん

だ語彙や表現を、筆記形式で問う（掲載は省略）。形式は教科書と同様、コミュ

ニケーションの場面における会話の中の空所補充とする21。
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20 タスク 2回目の自己評価シートでは、自らが設定した目標を達成することができたか否かを

問う（紙幅の都合上、掲載は省略）。

21 言語材料がきちんと身についているかどうかの確認のため、選択肢は設けない。



さらに、③の「言語活動の授業」の実技試験では、それまでに実践した問題

解決場面のなかから、教師が各学生の自己評価シートに書かれた課題や苦手な

分野を把握したうえで、各学生に合わせて問題解決場面を設定して行う。形式

は、教師と学生で行うこととし、学生に日本人旅行者の役をさせる。さらに、

会話中、事前に知らせずに、適切な場面で「突然話すスピードを極端に上げる」、

あるいは、「いきなり英語で話しかける」ことを仕掛け、学生の対応を確認する。

これは、予想外の相手の言動に対してきちんと対処できるかどうかを診断する

ものである。その場面を乗り切れたとすれば、コミュニケーション能力がある

程度身についたものと判定し、評価する。

試験の採点については学生間の相互評価シートと同様にA B C評価とし、そ

れを点数化する（資料 9参照）。評価シートは採点後、学生に返却し、その後の

実践に生かすことができるようフィードバックの時間を設け、指導する。

評定に関しては、評価基準に従って算出された筆記および実技試験の結果と、

毎回の授業後に行う自己評価・相互評価のポートフォリオを参考にした個人内

評価22を総合的に判断して行う。

13．今後の課題

本稿では、「異文化の中でも自信をもって自己表現ができる日本人の育成」を

めざし、言語材料の習得とリアルなコミュニケーション活動を一体化させた指

導モデルを提案した。

2年次で言語活動にしっかりと取り組ませることは、 1年次の学習を生かす

ことになる。つまり、主体的な言語使用により、基礎を身につけることも可能

になると考える。また、スペイン旅行中の問題解決を図る学習をとおして、問

題場面に対応する力の育成が期待できるであろう。そのような観点から、現実

的なテーマの言語活動を中心とした指導モデルを開発した。

今後は、仮説である本指導計画に沿って実際に指導し、その授業分析を通じ

て仮説を検証するとともに、日本人のコミュニケーション能力育成という視点

から浮かび上がるさまざまな問題点や課題に取り組んでいきたいと考えてい

る。
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22 「個人内評価」とは、同一人物の過去の成績との比較により評価することである。
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